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25. そんなに大きなスキー場ですか。 

文法：こそあど（文脈指示） 

- 会話 - 

Ａ：市役所の近くに、スキー場ができるそうですね。今日の朝、新聞を見ました。 

  そのスキー場には旅館や温泉、美術館もあって、大人も子供も楽しめると書いて 

  ありましたよ。 

Ｂ：そんなに大きなスキー場ですか。それはいいですね。いつできるんですか。 

Ａ：いつかわかりませんが、来年の冬にはオープンすると思いますよ。今工事しているようでしたから。 

Ｂ：そうですか。スキー場ができれば、観光客も来るようになるだろうし、町がにぎやかになるといいですね。  

Ａ：私もそう思います。たしかにここはいなかですが、こう見えてもいいところがたくさんあるので、知ってもらえると 

  いいですね。 

B：温泉も美術館もできるんですから、けっこう大きな場所になりますね。このことを知っている人は、他にいるんです 

  か。あ、新聞を見たと言っていましたね。 

A：そうですよ。それに、市役所の近くの道も工事が始まって通れなくなっていますからね。 
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- 文法 - 

こそあど（文脈指示） 

 一度会話の中に出たことについて話すときは、「こ」か「そ」を使います。「こ」は自分が言った話題であることを強調するときに使うことが多いです。 

 ①実は、ぼく、木村さんが好きなんです。あ、このことは誰にも言わないでくださいね。 

 ②有名な歌手がこの町に来ているそうですよ。 －本当ですか。誰かこの話を知っている人はいますか。 

 ③駅前に大きなビルができました。そのビルには、いろいろな会社のオフィスがあります。 

 

 相手が言ったことについて、話し手が知らないこと（知らなかったこと）は「そ」を使います。 

 ①昨日、家族でびわ湖へ行ったんですよ。 －びわ湖？その湖はどこにあるんですか。 

 ②来月から北海道の本社へてんきんすることになりました。 －それはよかったですね。おめでとうございます。 

 ③展覧会に行くために、オンラインでチケットを買いました。 －そのチケットはいくらでしたか。 

 

 話し手も聞き手も知っていることは「あ」を使います。二人とも知っている昔のことや思い出について話すときに使うことが多いです。 

  ①昔よく一緒に遊んだ公園へ行ってきましたが、あの公園はもうありませんでしたよ。 

 ②ついに駅前の新しいケーキ屋さんがオープンしましたね。 －もう行ったんですか。あそこ、どうでしたか。 

 ③今はとても忙しいから、あのことについては考えたくない。 －いいと思うよ。 

 



3 
 N4[25]                                 ©satominchi.com All Rights Reserved. Satomi.KK 

【こそあど】 

カテゴリー 意味 こ そ あ ど 

代名詞

（Pronoun） 

物 これ それ あれ どれ 

方向・人（ていねい） こちら そちら あちら どちら 

方向（カジュアル） こっち そっち あっち どっち 

人（男友達の間） こいつ そいつ あいつ どいつ 

場所 ここ そこ あそこ どこ 

副詞

（Adverb） 

やり方（manner of action） 

こう 

（このように） 

そう 

（そのように） 

ああ 

（あのように） 

どう 

（どのように） 

こうして 

こんなふうに 

こんなふうにして 

このようにして 

そうして 

そんなふうに 

そんなふうにして 

そのようにして 

ああして 

あんなふうに 

あんなふうにして 

あのようにして 

どうして 

どんなふうに 

どんなふうにして 

どのようにして 

大きい程度（large degree） 
こんなに 

（これほど） 

そんなに 

（それほど） 

あんなに 

（あれほど） 

どんなに 

（どれほど） 

連体詞 

(Adnominal 

adjective） 

物や人を限定する この～ その～ あの～ どの～ 

具体例といっしょに 

タイプを限定する 

（否定的に使うことが多い） 

こんな～ 

（このような～） 

そんな～ 

（そのような～） 

あんな～ 

（あのような～） 

どんな～ 

（どのような～） 

一般的にタイプを限定する 

こういう～ 

こういった～ 

こうした～ 

そういう～ 

そういった～ 

そうした～ 

ああいう～ 

ああいった～ 

ああした～ 

どういう～ 

そういった～ 

－ 
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  ①できませんか。こうやると、かんたんですよ。 

  ②田中さんはああ見えても、まだ 50 代なんですよ。 

 

  ③キャンディどうぞ。 －こんなに食べられないよ。 

  ④彼にふられたんですか。そんなに泣かないでください。 

 

  ⑤『頭がよくなる本』？こんな本を読んでいるから、よくならないんだよ。 

  ⑥もう会社をやめたい。 －そんなこと言わないで。 

 

  ⑦こういう物は美術館にないほうがいいと思う。 

  ⑧もう田中さんを信じられない。 －そういうことは言わないの。 

  ⑨結婚式のこと、聞いた？ －うん。ああいう話を聞くと、結婚したくなるね。 
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- 練習問題をやってみよう！ - 

問題.【正しい答えを選びましょう。】 

①（これ・この・こんな）じゃなくて、あれをください。 

②雨が降ったら、（どう・どんなに・どんな）したらいいですか。 

③今日はまだ（これ・こんな・こんなに）しか食べていませんから、おなかがすいています。 

④毎日（こう・こんなに・こんな）勉強しているのに、テストでいい点がとれません。 

⑤（どう・どんな・どいつ）人でも、いいところと悪いところがあります。 

⑥週に一日だけ休みです。 －（そう・そんな・そんなに）忙しいんですか。 

⑦待ってください。（そう・そんな・そういう）やると、失敗してしまいますよ。 

⑧お手洗いは、（どちら・どんな・どんなに）ですか。 

⑨わー。広い。キングサイズのベッドは、（こう・こんな・こんなに）大きいんだね。知らなかった。 

⑩ありがとうございます。かわいい手ぶくろですね。（こういう・こう・ああいう）手ぶくろが欲しかったんです。 

⑪これは大切な紙なんです。 －（そう・そんなに・あんなに）特別なの？ふつうの紙に見えるけど…。 

⑫すばらしいコンサートでしたね。 －そうですね。（あんな・ああいう・あそこ）のをもっとして欲しいですね。 

⑬（これ・こいつ・こんなに）がわるいんだよ。いじめるから。 


